
に こ に こ 
恵みの雨とはいえ、休み時間に外で遊べない子どもたちを見ると、梅雨明けが待ち遠しく感じら

れます。皆で育てているミニトマトや馬込きゅうりは、順調に大きくなり、子どもたちは、収穫を楽

しみにしています。先日、今年度、初めての水泳学習を行いました。学習のめあてと約束を確かめ、

安全に気を付けて学習することができました。「今年は 8 級を目指したい。」など、自分のめあてに

向けて、一生懸命に取り組む姿が印象的でした。７月は、１学期のまとめの時期です。２年生になっ

てからの自分のがんばりを、子ども自身が確かめ、２学期につなげることができるようにしていき

たいと思います。 

今後とも、ご支援、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 

1 

全校朝会 

 

１４：０５頃下校 

2 

朝読書  

避難訓練  

１４：２０頃下校 

3 

レベルアップタイム 

４時間授業 

１３：0０頃下校 

4 

レベルアップタイム 

じっくり 

１４：２０頃下校 

5 

読み聞かせ 

 

１４：５５頃下校 

6 

 

 

8 

全校朝会 

 

１４：０５頃下校 

9 

朝読書 

 

１４：２０頃下校 

10 

レベルアップタイム 

安全指導 

１４：２０頃下校 

11 

児童集会 

 

１４：２０頃下校 

12 

読み聞かせ 

保護者会 

１４：５５頃下校 

13 

15 

海の日 

 

 

16 

朝読書 

 

１４：２０頃下校 

17 

レベルアップタイム 

学校保健委員会 

１４：０５頃下校 

18 

児童集会 

たてわり班遊び 

１４：２０頃下校 

19 

終業式 

給食終 

１４：５５頃下校 

20 

夏季休業日始 
 

 

22 

夏季水泳指導

始① 

個人面談① 

23 

夏季水泳② 

個人面談② 

24 

夏季水泳③ 

個人面談③ 

 

25 

夏季水泳④ 

個人面談④ 

26 

夏季水泳⑤ 

個人面談⑤ 

27 

２９ 

夏季水泳⑥ 

個人面談⑥ 

 

３０ 

夏季水泳⑦ 

個人面談⑦ 

 

３１ 

夏季水泳指導

終⑧ 

個人面談⑧ 

１ ２ ３ 

 

第２学年 学年便り７月号 

 
令 和 元 年 ７ 月 １ 日 ( 月 ) 

文 京 区 立 金 富 小 学 校 

校 長  山 田  晴 康 

第 ２ 学 年 担 任  

 



 

 

 

 

 

１ 保護者会について  
【日時】令和元年7月１２日（金）１５：４５～１６：４５ 
    １、２年児童については、保護者会時、２Ｆ少人数（低）教室において、児童看護を行います。       
【場所】各教室 
【内容】 
 ・1学期の学習・生活を振り返って 
 ・夏休みの生活の過ごし方・宿題等について 
 ・懇談会 
 
２ 学校保健委員会について 
【日時】令和元年7月１７日（水）１４：１５～１５：００ 
【場所】２Ｆ視聴覚室 
【内容】専門家のお話を聞き、各家庭が学校と連携して健康問題について 
    考える。 

※ご多用とは存じますが、是非、ご参加ください。 
 

３ 「ミニトマト」の持ち帰りについて 
  学校で育てているミニトマトが実をつけ始める時期になりました。子どもたちには、ミニトマトの世
話を継続的に行い、１つでも多くの実が成ることに喜びを感じてほしいと思っています。夏休みも観察
しますので、保護者会の際に、鉢の持ち帰りをお願いしたいと思います。（保護者会を欠席される場合
は、7月１９日（金）までに持ち帰りをお願いいたします。）収穫したミニトマトや馬込きゅうりにつ
いては、ご家庭の判断にお任せします。 

 
４ 集金について 

作文や生活科カードを閉じるＡ４のファイルと夏休みの宿題で使うドリルを購入します。 
自動振替による集金から徴収いたします。 
・Ａ４ファイル  ９０円 
・夏休み宿題ドリル（パーフェクト夏） 420円 

 
 
 
 
 
 
 

こくご 
○たんけんしたことをつたえよう ○きつねのおきゃくさま 

○かたかなで書く言葉 〇「いろは」をしろう 

さん数 ○水のかさをはかろう ○時こくと時間 

生活 
○めざせ野さい名人 ○まちが大すきたんけんたい 

○めざせ生きものはかせ   

音がく ○音の高さのちがいをかんじとろう 

図工 ○紙ひこうきにのって  

たいいく ○水遊び ○マットを使った運動遊び 

道とく ○生命の尊さ ○希望と勇気、努力と強い意志 

「自分も相手も大切に」 
  
  アサーション授業を行いました。気持ちをほぐす「ふわふわことば」と相手が嫌な気持ちになる「ち
くちくことば」を考える学習で、子どもたちは、言葉を大切にしようという意識をもちました。次に、
遊びに入りたい時や友達が失敗した時、どういう声をかけたらいいか考える学習では、相手の気持ち
に配慮しながら自分の気持ちも伝えることが大切だと学びました。今後も、継続して相手の気持ちを
考えながら、子どもたち一人一人が、友達とのよりよい人間関係づくりができるように指導していき
ます。 

 

 

いじめの未然防止に向けて 

 


